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第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
五
年
」
を
「
十
年
」
に
、「
五
十
万
円
」
を「
百
万
円
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
二
十
万
円
」
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
」
に
改

め
、
同
条
第
二
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を

加
え
る
。

一

第
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
を
怠
り
、
又
は
偽
り
の
書
類
を
提
出
し
た
者

第
二
十
九
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
申
告
を
怠
り
、
又
は
偽
つ
た
者

五

第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載
を
怠
り
、
若
し
く
は
偽
り
、
又
は
そ
の
帳
簿
を
隠
匿
し
た
者

六

第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若

し
く
は
偽
り
の
陳
述
を
し
、
又
は
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
職
務
の
執
行
を

拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

第
三
十
条
を
削
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
か
ら
前
条
ま
で
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

附
則
第
二
条
中
「
千
六
百
八
十
六
円
」
を
「
二
千
五
百
十
七
円
」
に
改
め
る
。

（
揮
発
油
税
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

揮
発
油
税
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
五
年
」
を
「
十
年
」
に
、「
五
十
万
円
」
を「
百
万
円
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
五
十
万
円
を
こ
え
る
」
を
「
百
万
円
を
超
え
る
」
に
、「
、
五
十
万
円
を
こ
え
」
を

「
、
百
万
円
を
超
え
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
十
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
又

は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。三

第
十
四
条
第
七
項
（
第
十
六
条
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提

出
を
怠
り
、
又
は
偽
り
の
書
類
を
提
出
し
た
者

第
二
十
八
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

五

第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
申
告
を
怠
り
、
又
は
偽
つ
た
者

六

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載
を
怠
り
、
若
し
く
は
偽
り
、
又
は
そ
の
帳
簿
を
隠
匿
し
た
者

七

第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若

し
く
は
偽
り
の
陳
述
を
し
、
又
は
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
職
務
の
執
行
を

拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
条
を
削
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条

と
す
る
。

（
地
方
揮
発
油
税
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

地
方
揮
発
油
税
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
同
条
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
、「
同
法
」
を
「
国
税
通
則
法
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
五
年
」
を
「
十
年
」
に
、「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
五
十

万
円
を
超
え
る
と
き
は
」
を
「
百
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
」
に
、「
、
五
十
万
円
」
を
「
、
百
万
円
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
を
削
る
。

第
十
五
条
の
二
中
「
五
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
に

改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
十
五
条
の
二
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
る
。

（
石
油
ガ
ス
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

石
油
ガ
ス
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
五
年
」
を
「
十
年
」
に
、「
五
十
万
円
」
を「
百
万
円
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
五
十
万
円
を
こ
え
る
」
を
「
百
万
円
を
超
え
る
」
に
、「
、
五
十
万
円
を
こ
え
」
を

「
、
百
万
円
を
超
え
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
十
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
又

は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同

条
第
一
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
を
怠
り
、
又
は
偽
り
の
書
類
を
提
出
し
た
者

第
二
十
九
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

五

第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
申
告
を
怠
り
、
又
は
偽
つ
た
者

六

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載
を
怠
り
、
若
し
く
は
偽
り
、
又
は
そ
の
帳
簿
を
隠
匿
し
た
者

七

第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若

し
く
は
偽
り
の
陳
述
を
し
、
又
は
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
職
務
の
執
行
を

拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

第
三
十
条
を
削
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
か
ら
前
条
ま
で
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

（
石
油
石
炭
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

石
油
石
炭
税
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
五
年
」
を
「
十
年
」
に
、「
五
十
万
円
」
を「
百
万
円
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
免
か
れ
」
を
「
免
れ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改

め
る
。

第
二
十
五
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
十
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
又

は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同

条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

第
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
を
怠
り
、
又
は
偽
り
の
書
類
を
提
出
し
た
者

第
二
十
五
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四

第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
よ
る
申
告
を
怠
り
、
又
は
偽
つ
た
者

五

第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載
を
怠
り
、
若
し
く
は
偽
り
、
又
は
そ
の
帳
簿
を
隠
匿
し
た
者

六

第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若

し
く
は
偽
り
の
陳
述
を
し
、
又
は
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
職
務
の
執
行
を

拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

第
二
十
六
条
を
削
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、同
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

（
航
空
機
燃
料
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

航
空
機
燃
料
税
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
え

る
」
を
「
超
え
る
」
に
、「
こ
え
当
該
」
を
「
超
え
当
該
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
十
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
又

は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
条
第
一
項
の
違
反
行
為
に
つ
き
法
人
又
は
人
に
罰
金
刑
を
科
す
る
場
合
に
お
け
る

時
効
の
期
間
は
、
同
項
の
罪
に
つ
い
て
の
時
効
の
期
間
に
よ
る
。
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